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Ⅰ 調査概要 
 
 

１ 調査の目的と実施概要 

 

（１）調査の目的 

本調査は、令和５（２０２３）年度を初年度とする「第６次総合振興計画」の策定にあたり、村

民の皆様のご意見を今後のむらづくりに活用するための基礎資料とするために実施しました。 
 
 

（２）実施概要 

○ 調査対象：住民基本台帳から 18 歳以上の方 2,000 人を無作為抽出 

○ 調査期間：令和４年２月１０日～２月２５日 

○ 調査方法：郵送配付・回収 

○ 配付・回収： 

配付数 回収数 回収率 

2,000 票 815 票 40.8％ 

 
 

２ 集計結果を読む際の留意事項 

 
この調査の集計結果を読む際の留意事項は以下のとおりです。 

 
○ 「調査結果」の図表は、原則として回答者の構成比（百分率）で表現しています。 

○ 「n」は、「Number of case」の略で、構成比算出の母数を示しています。 

○ 百分比による集計では、回答者数（該当質問においては該当者数）を100.0％として算出

し、本文及び図表の数字に関しては、すべて小数点第２位以下を四捨五入し、小数点第１

位までを表記します。そのため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

○ 複数回答の設問では、すべての比率の合計が 100.0％を超えることがあります。 

○ 設問のなかには前問に回答した人のみが答える「限定設問」があり、表中の「回答者数」

が全体より少なくなる場合があります。 

○ 図表中の「0.0」は四捨五入の結果または回答者が皆無であることを表しています。 

○ 母数が１００未満の場合の百分率は、統計的誤差が大きい可能性が高いため数値の取り

扱いには特に注意が必要となります。 

○ 選択肢の語句が長い場合、本文中及び図表中で省略した表現を用いる場合があります。 
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Ⅱ 調査結果 
 
 

１ あなたご自身のことについて 

 

（１）性別 

問１（1） あなたの性別についてあてはまるものをお選びください。（１つに○） 
 

○ 回答者の性別は、「男性」が 45.0％、「女性」が 53.1％となっています。 
 
 

図表 性別 

 
 
 

（２）年齢 

問１（2） あなたの年齢についてあてはまるものをお選びください。（１つに○） 
 

○ 回答者の年齢は、「70 代」が 22.9％と最も多く、「60 代」が 21.0％、「50 代」が

15.1％と続きます。 

○ 回答全体としては、60 代以上の占める割合が 55.2％となっています。 
 
 

図表 年齢 

 

45.0 53.1 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答

ｎ=815

1.2 

4.7 

9.0 

14.1 

15.1 

21.0 

22.9 

11.3 

0.7 

0% 10% 20% 30%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

無回答

ｎ=815
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（３）居住地 

問１（3）あなたの居住地についてあてはまるものをお選びください。（１つに○） 
 

○ 回答者の居住地は、「河野」が 28.0％と最も多く、「田村」が 24.3％、「伴野」が

20.4％と続きます。 
 
 

図表 居住地 

 
 
 

（４）職業 

問１（4） あなたの職業についてあてはまるものをお選びください。（１つに○） 
 

○ 回答者の職業は、「会社員・団体職員・公務員」が 31.4％と最も多く、「農業」が

18.4％、「無職」が 16.8％と続きます。 
 
 

図表 職業 

 
 

28.0 

3.8 

24.3 

5.8 

5.8 

2.6 

20.4 

3.8 

3.6 

2.1 

0% 10% 20% 30%

河野

堀越

田村

林里

林原木門

佐原

伴野

福島

壬生沢

無回答

ｎ=815

6.0 

18.4 

31.4 

14.1 

8.1 

1.5 

16.8 

2.1 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40%

自営業

農業

会社員・団体職員・公務員

パート・アルバイト

専業主婦(夫)

学生

無職

その他

無回答

ｎ=815
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（５）家族構成 

問１（5） あなたの家族構成についてあてはまるものをお選びください。（１つに○） 
 

○ 回答者の家族構成は、「2 世代同居（親・子）」が 47.6％と最も多く、「3 世代同居（親・

子・孫）」が 20.4％、「夫婦のみ」が 20.2％と続きます。 
 
 

図表 家族構成 

 
 

7.0 

20.2 

47.6 

20.4 

1.7 

1.5 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ひとり暮らし

夫婦のみ

2世代同居(親・子)

3世代同居(親・子・孫)

4世代同居(親・子・孫・ひ孫)

その他

無回答

ｎ=815
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２ 村への定住意向などについて 

 

（１）村の住みやすさについて 

問２ あなたは、豊丘村を住みやすい村だと思いますか。（１つに○） 
 

○ 村の住みやすさについては、「住みやすい」が 45.8％と最も多くなっています。 

○ 「住みやすい」（45.8％）、「どちらかといえば住みやすい」（44.8％）を合わせた 90.6％の

方は“住みやすい”と感じている一方、「どちらかといえば住みにくい」（7.4％）、「住みにく

い」（0.9％）を合わせた 8.3％の方は“住みにくい”と感じています。 
 
 

図表 村の住みやすさについて 

 
 
 

（２）村への愛着や誇りについて 

問３ あなたは、豊丘村に愛着や誇りを感じていますか。（１つに○） 
 

○ 村への愛着や誇りについては、「感じている」が 44.3％と最も多くなっています。 

○ 「感じている」（44.3％）、「やや感じている」（36.8％）を合わせた 81.1％の方は“感

じている”一方、「あまり感じていない」（9.8％）、「まったく感じていない」（2.0％）を合

わせた 11.8％の方は“感じていない”ことがうかがえます。 
 
 

図表 村への愛着や誇りについて 

 

45.8 

44.8 

7.4 

0.9 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

住みやすい

どちらかといえば住みやすい

どちらかといえば住みにくい

住みにくい

無回答

ｎ=815

44.3 

36.8 

9.8 

2.0 

6.0 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

感じている

やや感じている

あまり感じていない

まったく感じていない

わからない

無回答

ｎ=815
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（３）定住意向について 

問４ あなたは、今後も豊丘村に住み続けたいと思いますか。（１つに○） 
 

○ 定住意向については、「これからも村に住み続けたい」が 79.9％と最も多くなっています。 

○ 「これからも村に住み続けたい」（79.9％）、「進学・就職等で村を離れると思うが、いつ

かは戻って住みたい」（1.1％）を合わせた 81.0％の方は“住みたい”一方、「進学・就

職等で村を離れると思うが、そのまま戻るつもりはない」（0.6％）、「できるなら村を離れ

たい」（4.0％）を合わせた 4.6％の方は“離れたい”ことがうかがえます。 
 
 

図表 定住意向について 

 
 
 

（４）村に住み続けたい主な理由について 

問４-１ 問４で「１．これからも村に住み続けたい」あるいは「２．進学・就職等で村を離れ
ると思うが、いつかは戻って住みたい」を選んだ方にお聞きします。 
豊丘村に住み続けたい主な理由は何ですか。（２つまでに○） 

 

○ 村に住み続けたい主な理由については、「自然や生活環境などが好きだから」が

33.9％と最も多く、「家や家業を継ぐ必要があるから」が 32.3％、「現在の生活に何も

不満がないから」が 24.2％と続きます。 
 
 

図表 村に住み続けたい主な理由について 

 

79.9 

1.1 

0.6 

4.0 

11.7 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80%

これからも村に住み続けたい

進学・就職等で村を離れると思うが、いつかは戻って住みたい

進学・就職等で村を離れると思うが、そのまま戻るつもりはない

できるなら村を離れたい

わからない

無回答

ｎ=815

33.9 

32.3 

24.2 

19.8 

19.2 

13.5 

10.3 

7.3 

2.0 

3.8 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40%

自然や生活環境などが好きだから

家や家業を継ぐ必要があるから

現状の生活に何も不満がないから

村に、親しみや愛着があるから

親や家族の世話をする必要があるから

家族や友人などから離れたくないから

子どもを育てるのに良い環境だから

人情が厚く思いやりを持った人が多いから

村をより良くするために役立ちたいから

その他

無回答

ｎ=660
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（５）村から離れたい主な理由について 

問４-２ 問４で「３．進学・就職等で村を離れると思うが、そのまま戻るつもりはない」ある
いは「４．できるなら村を離れたい」を選んだ方にお聞きします。 
豊丘村から離れたい主な理由は何ですか。（２つまでに○） 

 

○ 村から離れたい主な理由については、「豊丘村では古いしきたりや近所づきあいが多く、

わずらわしいから」が 68.4％と最も多く、「交通や買い物など、いろいろな面でもっと便

利なところに住みたいから」が 55.3％、「豊丘村にはない、いろいろな職業の中から自

分の道を選びたいから」、「誰も知らないところで、自由に生きたいから」がともに 7.9％

と続きます。 
 
 

図表 村から離れたい主な理由について 

 
 

68.4 

55.3 

7.9 

7.9 

2.6 

2.6 

2.6 

0.0 

0.0 

28.9 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80%

豊丘村では古いしきたりや近所づきあいが

多く、わずらわしいから

交通や買い物など、いろいろな面でもっと

便利なところに住みたいから

豊丘村にはない、いろいろな職業の中から

自分の道を選びたいから

誰も知らないところで、自由に生きたいから

人口の多い都会・都市のほうが、いろいろな

人達との出会いが多いから

子どもを育てるのに、もっと良い環境を

選びたいから

より多くの情報にふれ、刺激の多い生活を

送りたいから

都会の雰囲気やイメージにあこがれているから

広い世界に出て活躍したいから

その他

無回答

ｎ=38
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３ 村の現状と今後の取り組みについて 

 

（１）満足度・重要度について 

問５ 第５次豊丘村総合振興計画では、将来像「ずっと ふるさと もっと とよおか」の実現
に向け、５つの基本方針のもと、３４の主要施策を掲げ、むらづくりを推進しています。
各施策の満足度と重要度について、それぞれ１つ選んで○印をつけてください。 

 

１．豊丘スタイルの戦略的創造 

○ 豊丘スタイルの戦略的創造に対する「満足している」、「まあ満足している」を合わせた

割合をみると、「観光の振興・都市との交流」（54.7％）、「商業・工業の振興」

（47.8％）、「農業・林業の振興」（47.2％）が上位にあります。 

○ 豊丘スタイルの戦略的創造に対する「やや不満である」、「不満である」を合わせた割

合をみると、「雇用の確保」（32.1％）、「遊休農地対策」（30.6％）、「商業・工業の振

興」（19.7％）が上位にあります。 
 
 

図表 豊丘スタイルの戦略的創造（満足度） 

 

6.0

6.3

3.7

7.6

3.7

41.2

41.5

28.6

47.1

32.3

11.4

15.8

22.9

13.6

21.0

5.2

3.9

9.2

4.5

9.6

31.5

26.7

30.6

22.1

28.8

4.7

5.8

5.0

5.0

4.7

農業・林業の振興

商業・工業の振興

雇用の確保

観光の振興・都市との交流

遊休農地対策

満足している まあ満足している やや不満である 不満である わからない 無回答

ｎ=815
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○ 豊丘スタイルの戦略的創造に対する「重要である」、「まあ重要である」を合わせた割合

をみると、「雇用の確保」（79.0％）、「商業・工業の振興」（75.1％）、「遊休農地対策」

（74.7％）が上位にあります。 

○ 豊丘スタイルの戦略的創造に対する「あまり重要ではない」、「重要ではない」を合わせ

た割合をみると、「観光の振興・都市との交流」（7.3％）、「遊休農地対策」（5.0％）、

「農業・林業の振興」（3.7％）が上位にあります。 
 
 

図表 豊丘スタイルの戦略的創造（重要度） 

 

34.8

36.3

45.9

31.4

38.7

39.0

38.8

33.1

42.2

36.0

3.3

3.2

2.0

6.1

4.3

0.4

0.4

0.2

1.2

0.7

14.5

13.0

10.8

10.8

12.8

8.0

8.3

8.0

8.2

7.6

農業・林業の振興

商業・工業の振興

雇用の確保

観光の振興・都市との交流

遊休農地対策

重要である まあ重要である あまり重要ではない 重要ではない わからない 無回答

ｎ=815
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２．地域の力で育み支える ふれあいのむら 

○ 地域の力で育み支える ふれあいのむらに対する「満足している」、「まあ満足している」

を合わせた割合をみると、「交通安全対策」（63.4％）、「人口増・定住対策」

（58.8％）、「防犯対策」（56.2％）が上位にあります。 

○ 地域の力で育み支える ふれあいのむらに対する「やや不満である」、「不満である」を

合わせた割合をみると、「地域づくり・コミュニティの推進」（26.1％）、「防災対策」

（25.8％）、「消防組織対策」（22.5％）が上位にあります。 
 
 

図表 地域の力で育み支える ふれあいのむら（満足度） 

 
 
 

○ 地域の力で育み支える ふれあいのむらに対する「重要である」、「まあ重要である」を

合わせた割合をみると、「防災対策」（85.0％）、「交通安全対策」（83.0％）、「防犯対

策」（82.9％）が上位にあります。 

○ 地域の力で育み支える ふれあいのむらに対する「あまり重要ではない」、「重要ではな

い」を合わせた割合をみると、「地域づくり・コミュニティの推進」（9.9％）、「消防組織

対策」（5.9％）、「防犯対策」（4.2％）が上位にあります。 
 
 

図表 地域の力で育み支える ふれあいのむら（重要度） 

 

12.1

9.0

13.5

11.8

9.0

11.4

46.7

45.3

49.9

43.9

44.3

44.8

16.1

18.5

16.8

16.6

21.5

18.0

5.2

7.6

5.6

5.9

4.3

4.3

14.8

14.6

9.9

17.2

16.2

16.8

5.0

5.0

4.2

4.7

4.8

4.7

人口増・定住対策

地域づくり・コミュニティの推進

交通安全対策

消防組織対策

防災対策

防犯対策

満足している まあ満足している やや不満である 不満である わからない 無回答

ｎ=815

46.5

33.6

45.3

40.2

52.1

44.7

35.1

40.1

37.7

39.0

32.9

38.2

3.6

7.4

3.9

4.7

1.2

4.0

0.5

2.5

0.0

1.2

0.0

0.2

5.9

7.7

4.8

6.7

5.5

4.8

8.5

8.7

8.3

8.1

8.2

8.1

人口増・定住対策

地域づくり・コミュニティの推進

交通安全対策

消防組織対策

防災対策

防犯対策

重要である まあ重要である あまり重要ではない 重要ではない わからない 無回答

ｎ=815
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３．誰もが安心して健やかに暮らせる体制づくり 

○ 誰もが安心して健やかに暮らせる体制づくりに対する「満足している」、「まあ満足して

いる」を合わせた割合をみると、「医療・健康づくり対策」（68.2％）、「地域福祉の充実」

（65.3％）、「高齢者福祉の充実」（64.1％）が上位にあります。 

○ 誰もが安心して健やかに暮らせる体制づくりに対する「やや不満である」、「不満である」

を合わせた割合をみると、「高齢者福祉の充実」（14.3％）、「医療・健康づくり対策」

（13.0％）、「障がい者福祉の充実」（11.9％）が上位にあります。 
 
 

図表 誰もが安心して健やかに暮らせる体制づくり（満足度） 

 
 
 

○ 誰もが安心して健やかに暮らせる体制づくりに対する「重要である」、「まあ重要である」

を合わせた割合をみると、「高齢者福祉の充実」（87.7％）、「児童福祉・子育て支援」

（85.3％）、「医療・健康づくり対策」（85.1％）が上位にあります。 

○ 誰もが安心して健やかに暮らせる体制づくりに対する「あまり重要ではない」、「重要で

はない」を合わせた割合をみると、「医療・健康づくり対策」（3.3％）、「地域福祉の充

実」（2.7％）、「障がい者福祉の充実」（2.4％）が上位にあります。 
 
 

図表 誰もが安心して健やかに暮らせる体制づくり（重要度） 

 

17.1

16.4

10.3

18.9

18.0

48.2

47.7

39.4

42.6

50.2

8.7

11.0

9.7

7.4

9.7

2.8

3.3

2.2

1.7

3.3

19.9

17.5

33.3

24.5

14.6

3.3

3.9

5.2

4.9

4.2

地域福祉の充実

高齢者福祉の充実

障がい者福祉の充実

児童福祉・子育て支援

医療・健康づくり対策

満足している まあ満足している やや不満である 不満である わからない 無回答

ｎ=815

45.2

53.3

45.6

56.3

48.8

39.6

34.4

35.8

29.0

36.3

2.2

0.7

2.0

1.1

2.8

0.5

0.2

0.4

0.5

0.5

5.8

4.4

8.6

5.9

4.5

6.7

7.0

7.6

7.2

7.0

地域福祉の充実

高齢者福祉の充実

障がい者福祉の充実

児童福祉・子育て支援

医療・健康づくり対策

重要である まあ重要である あまり重要ではない 重要ではない わからない 無回答

ｎ=815
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４．故郷（ふるさと）を愛し輝く未来を拓く心豊かな人づくり 

○ 故郷（ふるさと）を愛し輝く未来を拓く心豊かな人づくりに対する「満足している」、「まあ

満足している」を合わせた割合をみると、「社会教育の充実」（54.1％）、「学校教育の

充実」（53.9％）、「スポーツ振興」（53.0％）が上位にあります。 

○ 故郷（ふるさと）を愛し輝く未来を拓く心豊かな人づくりに対する「やや不満である」、

「不満である」を合わせた割合をみると、「スポーツ振興」（13.9％）、「文化財保護と地

域文化の振興」（12.4％）、「人権教育の推進」（10.1％）が上位にあります。 
 
 

図表 故郷（ふるさと）を愛し輝く未来を拓く心豊かな人づくり（満足度） 

 
 
 

○ 故郷（ふるさと）を愛し輝く未来を拓く心豊かな人づくりに対する「重要である」、「まあ

重要である」を合わせた割合をみると、「学校教育の充実」（82.1％）、「社会教育の充

実」（70.5％）、「スポーツ振興」（67.7％）が上位にあります。 

○ 故郷（ふるさと）を愛し輝く未来を拓く心豊かな人づくりに対する「あまり重要ではない」、

「重要ではない」を合わせた割合をみると、「スポーツ振興」（14.0％）、「人権教育の

推進」（11.9％）、「文化財保護と地域文化の振興」（11.0％）が上位にあります。 
 
 

図表 故郷（ふるさと）を愛し輝く未来を拓く心豊かな人づくり（重要度） 

 

6.4

12.3

9.8

8.5

7.5

39.1

41.6

44.3

44.5

39.8

8.0

8.0

8.3

11.2

10.6

2.1

1.7

1.7

2.7

1.8

38.9

31.9

30.6

27.6

35.3

5.5

4.5

5.3

5.5

5.0

人権教育の推進

学校教育の充実

社会教育の充実

スポーツ振興

文化財保護と地域文化の振興

満足している まあ満足している やや不満である 不満である わからない 無回答

ｎ=815

22.2

49.3

24.2

21.0

20.5

42.5

32.8

46.3

46.7

46.9

10.1

2.0

8.7

10.9

9.4

1.8

0.1

1.8

3.1

1.6

14.7

8.2

11.0

10.6

14.0

8.7

7.6

8.0

7.7

7.6

人権教育の推進

学校教育の充実

社会教育の充実

スポーツ振興

文化財保護と地域文化の振興

重要である まあ重要である あまり重要ではない 重要ではない わからない 無回答

ｎ=815
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５．豊丘の原風景とやすらぎあふれる住環境の創出 

○ 豊丘の原風景とやすらぎあふれる住環境の創出に対する「満足している」、「まあ満足し

ている」を合わせた割合をみると、「ごみの減量化・再資源化」（72.5％）、「上下水道

の整備」（71.3％）、「公園の整備」（65.4％）が上位にあります。 

○ 豊丘の原風景とやすらぎあふれる住環境の創出に対する「やや不満である」、「不満で

ある」を合わせた割合をみると、「災害に強い村土づくり」（26.5％）、「道路環境整備

の推進」（26.4％）、「自然エネルギーの活用」（21.7％）が上位にあります。 
 
 

図表 豊丘の原風景とやすらぎあふれる住環境の創出（満足度） 

 

12.1

9.9

18.9

23.9

17.9

10.4

6.6

8.0

47.0

42.9

46.5

47.4

54.6

43.4

34.1

36.2

17.8

19.3

12.4

9.3

12.6

14.4

15.6

12.0

8.6

7.2

3.1

5.2

2.3

3.6

6.1

6.1

10.1

15.7

13.4

8.8

7.5

21.8

31.3

32.4

4.4

4.9

5.8

5.4

5.0

6.4

6.3

5.3

道路環境整備の推進

災害に強い村土づくり

公園の整備

上下水道の整備

ごみの減量化・再資源化

景観の保全

自然エネルギーの活用

水環境の保全

満足している まあ満足している やや不満である 不満である わからない 無回答

ｎ=815
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○ 豊丘の原風景とやすらぎあふれる住環境の創出に対する「重要である」、「まあ重要で

ある」を合わせた割合をみると、「上下水道の整備」（87.9％）、「災害に強い村土づく

り」（87.3％）、「ごみの減量化・再資源化」（87.2％）が上位にあります。 

○ 豊丘の原風景とやすらぎあふれる住環境の創出に対する「あまり重要ではない」、「重

要ではない」を合わせた割合をみると、「公園の整備」（12.5％）、「景観の保全」

（10.2％）、「自然エネルギーの活用」（8.3％）が上位にあります。 
 
 

図表 豊丘の原風景とやすらぎあふれる住環境の創出（重要度） 

 

55.3

62.1

28.2

63.2

51.2

29.0

33.5

46.4

31.5

25.2

46.0

24.7

36.0

43.3

38.8

32.1

1.8

1.2

10.4

0.9

2.6

8.7

6.3

3.1

0.6

0.4

2.1

0.0

0.4

1.5

2.0

0.5

3.7

4.0

5.0

2.8

2.2

8.5

10.3

9.0

7.0

7.1

8.2

8.5

7.7

9.1

9.2

9.0

道路環境整備の推進

災害に強い村土づくり

公園の整備

上下水道の整備

ごみの減量化・再資源化

景観の保全

自然エネルギーの活用

水環境の保全

重要である まあ重要である あまり重要ではない 重要ではない わからない 無回答

ｎ=815
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６．住民の活動を支える行政運営 

○ 住民の活動を支える行政運営に対する「満足している」、「まあ満足している」を合わせ

た割合をみると、「事務事業の効率化」（51.8％）、「公共交通機関の整備」（50.8％）、

「高速交通路網の整備」（44.8％）が上位にあります。 

○ 住民の活動を支える行政運営に対する「やや不満である」、「不満である」を合わせた

割合をみると、「公共交通機関の整備」（23.7％）、「高速交通路網の整備」（19.1％）、

「事務事業の効率化」（18.7％）が上位にあります。 
 
 

図表 住民の活動を支える行政運営（満足度） 

 
 
 

○ 住民の活動を支える行政運営に対する「重要である」、「まあ重要である」を合わせた

割合をみると、「公共交通機関の整備」（79.6％）、「事務事業の効率化」（76.6％）、

「広域行政の推進」（69.7％）が上位にあります。 

○ 住民の活動を支える行政運営に対する「あまり重要ではない」、「重要ではない」を合わ

せた割合をみると、「高速交通路網の整備」（10.2％）、「公共交通機関の整備」

（6.0％）、「広域行政の推進」（4.4％）が上位にあります。 
 
 

図表 住民の活動を支える行政運営（重要度） 

 

13.7

8.5

7.4

7.6

37.1

43.3

35.0

37.2

16.3

13.5

11.9

14.6

7.4

5.2

2.6

4.5

20.6

23.6

37.2

30.8

4.9

6.0

6.0

5.3

公共交通機関の整備

事務事業の効率化

広域行政の推進

高速交通路網の整備

満足している まあ満足している やや不満である 不満である わからない 無回答

ｎ=815

38.5

33.4

25.8

31.2

41.1

43.2

43.9

37.8

5.3

3.9

3.8

8.5

0.7

0.4

0.6

1.7

5.0

10.1

16.4

11.8

9.3

9.1

9.4

9.1

公共交通機関の整備

事務事業の効率化

広域行政の推進

高速交通路網の整備

重要である まあ重要である あまり重要ではない 重要ではない わからない 無回答

ｎ=815
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（２）村の現在と将来のイメージについて 

問６ あなたが持つ現在の豊丘村のイメージはどのようなものですか。また、あなたが望む
将来の豊丘村にふさわしいイメージはどのようなものですか。 
（現在と将来、それぞれ３つまでに○） 

 

◎現在の豊丘村のイメージ 

 

○ 村の現在のイメージについては、「自然豊かな美しい景観・環境のむら」が 52.3％と最

も多く、「高齢者など誰もが安心して暮らせるむら」が 32.3％、「農業の盛んなむら」が

29.6％と続きます。 
 
 

図表 現在の豊丘村のイメージについて 

 
 

52.3 

32.3 

29.6 

20.6 

19.1 

13.9 

11.3 

9.3 

8.2 

7.9 

4.7 

3.6 

3.2 

0.5 

1.2 

6.6 

8.3 

0% 20% 40% 60%

自然豊かな美しい景観・環境のむら

高齢者など誰もが安心して暮らせるむら

農業の盛んなむら

子どもの笑顔があふれるむら

住宅・住環境の整ったむら

住民の連帯感のあるむら

災害に強い安心・安全なむら

ひとの交流があふれるむら

観光・スポーツ・レクリエーションのむら

文化・教育環境の整ったむら

若者・女性が輝き、活躍できるむら

都市との交流の活発なむら

商工業の盛んなむら

国際交流の活発なむら

その他

わからない

無回答

ｎ=815
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◎将来の豊丘村のイメージ 

 

○ 村の将来のイメージについては、「高齢者など誰もが安心して暮らせるむら」が 51.9％

と最も多く、「災害に強い安心・安全なむら」が 35.7％、「子どもの笑顔があふれるむら」

が 32.6％と続きます。 
 
 

図表 将来の豊丘村のイメージについて 

 
 

51.9 

35.7 

32.6 

30.6 

23.7 

19.1 

13.3 

12.9 

12.5 

10.2 

9.0 

8.8 

6.9 

2.8 

0.9 

1.3 

7.0 

0% 20% 40% 60%

高齢者など誰もが安心して暮らせるむら

災害に強い安心・安全なむら

子どもの笑顔があふれるむら

自然豊かな美しい景観・環境のむら

若者・女性が輝き、活躍できるむら

住宅・住環境の整ったむら

住民の連帯感のあるむら

農業の盛んなむら

ひとの交流があふれるむら

商工業の盛んなむら

都市との交流の活発なむら

文化・教育環境の整ったむら

観光・スポーツ・レクリエーションのむら

国際交流の活発なむら

その他

わからない

無回答

ｎ=815
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（３）コロナ禍前後の生活状況等について 

問８ コロナ禍の前後における、あなたの生活状況等についてお答えください。 
（ア～コのそれぞれ１つに○） 

 

○ コロナ禍前後の生活状況等について「増えた」の割合をみると、「ク．家族と過ごす時間」

（32.9％）、「キ．キャッシュレス決済」（26.4％）、「イ．自分自身や家族の支出」

（25.0％）が上位にあります。 

○ コロナ禍前後の生活状況等について「減った」の割合をみると、「ケ．友人・知人等と会

う機会」（83.7％）、「オ．外出する機会（買い物、外食、旅行など）」（80.4％）、「カ．運

動・スポーツや文化活動の機会」（74.8％）が上位にあります。 

○ コロナ禍前後の生活状況等について「変わらない」の割合をみると、「ア．自分自身や家

族の収入」（64.5％）、「ウ．仕事の量や時間」、「コ．ＳＮＳを利用した交流」（62.1％）、

「キ．キャッシュレス決済」（53.0％）が上位にあります。 
 
 

図表 コロナ禍前後の生活状況等について 

 
 

2.3

25.0

9.2

21.6

0.9

0.1

26.4

32.9

1.1

11.5

64.5

51.5

62.1

47.7

12.4

14.5

53.0

52.8

8.0

62.1

26.6

15.8

18.5

8.7

80.4

74.8

2.7

5.5

83.7

4.4

6.5

7.6

10.2

22.0

6.4

10.6

17.9

8.8

7.2

22.0

ア.自分自身や家族の収入

イ.自分自身や家族の支出

ウ.仕事の量や時間

エ.テレワークやオンライン会議・授業・講座等

オ.外出する機会(買い物、外食、旅行など)

カ.運動・スポーツや文化活動の機会

キ.キャッシュレス決済

ク.家族と過ごす時間

ケ.友人・知人等と会う機会

コ.SNSを利用した交流

増えた 変わらない 減った 無回答

ｎ=815
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（４）コロナ禍において重要だと思う支援について 

問９ 問８の状況を踏まえ、どのような支援が重要だと思いますか。（主なもの３つまでに○） 
 

○ コロナ禍において重要だと思う支援については、「個人又は世帯への経済的支援」が

50.4％と最も多く、「村内消費の喚起策（商品券、割引クーポン発行等）の実施」が

47.1％、「影響を受けている店舗や事業所等への支援」が 46.0％と続きます。 
 
 

図表 コロナ禍において重要だと思う支援について 

 
 

50.4 

47.1 

46.0 

34.2 

31.3 

15.7 

13.0 

11.7 

3.6 

3.6 

0% 20% 40% 60%

個人又は世帯への経済的支援

村内消費の喚起策(商品券、割引クーポン発行等)の実施

影響を受けている店舗や事業所等への支援

感染状況や感染防止対策、各種相談窓口などの情報発信

自宅や職場における感染拡大防止策に対する支援

こころの健康づくりに関する相談窓口の充実

村内や県内への旅行等への支援

テレワークなど新しい働き方への支援

その他

無回答

ｎ=815
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（５）コロナ臨時交付金事業の効果について 

 

【コロナ臨時交付金事業】 

新型コロナウイルス感染症対策として、令和２年度～３年度にかけて国から臨時交付金が

交付され、村ではこれを活用してさまざまな事業を実施しています。 
 
 

問１０ コロナ臨時交付金事業の効果について、あなたのお考えを項目ごとに１つ選んで○印
をつけてください。 

 

○ コロナ臨時交付金事業の効果について「効果があった」の割合をみると、「飲食店支援

クーポン券配布・プレミアム商品券販売事業」（36.1％）、「家計支援商品券支給事業」

（36.0％）、「体温測定用サーモグラフィー等購入」（23.6％）が上位にあります。 

○ コロナ臨時交付金事業の効果について「まあ効果があった」の割合をみると、「体温測定

用サーモグラフィー等購入」（45.8％）、「家計支援商品券支給事業」（45.0％）、「飲食

店支援クーポン券配布・プレミアム商品券販売事業」（44.5％）が上位にあります。 

○ コロナ臨時交付金事業の効果について「あまり効果がなかった」の割合をみると、「税・

料金のキャッシュレス決済システム導入」（9.4％）、「家計支援商品券支給事業」

（7.4％）、「飲食店支援クーポン券配布・プレミアム商品券販売事業」（7.1％）が上位

にあります。 

○ コロナ臨時交付金事業の効果について「効果がなかった」の割合をみると、「役所庁舎

エアコン更新・街路灯ＬＥＤ化」（3.7％）、「コロナ対策リフォーム助成事業」（2.8％）、

「飲食店支援クーポン券配布・プレミアム商品券販売事業」（2.2％）が上位にあります。 
 
 

図表 コロナ臨時交付金事業の効果について 
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17.9

24.7

46.6

39.8

3.4

2.5

5.8

5.2

5.2

4.4

4.7

5.9

5.4

家計支援商品券支給事業

飲食店支援クーポン券配布・プレミアム商品券販売事業

村内事業所支援事業(事業緊急支援金)

コロナ対策リフォーム助成事業

役所庁舎エアコン更新・街路灯LED化

体温測定用サーモグラフィー等購入

村施設・公園トイレ等非接触化

税・料金のキャッシュレス決済システム導入

学校関係(施設整備、タブレット等導入)

効果があった まあ効果があった あまり効果がなかった 効果がなかった わからない 無回答

ｎ＝815
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（６）人口減少や少子高齢化による村の将来への影響について 

 

国立社会保障・人口問題研究所によると、豊丘村の人口は、2065 年には現在の人口の

約６割（3,781 人）まで減少すると予測されています。 
 

 

 

（※「第６次豊丘村総合振興計画策定にかかる住民意識調査 調査票」P.10 より） 

 
 
 

問１１ 上記のように人口減少や少子高齢化が進んだ場合、豊丘村の将来にどのような影響
があると思いますか。（特に影響が大きいと思うもの 3 つまでに○） 

 

○ 人口減少や少子高齢化による村の将来への影響については、「社会保障費や医療費

が増大し、現役世代の負担が増加する」が 71.9％と最も多く、「地域活動の担い手が

不足し、コミュニティ機能が維持できなくなる」が 58.4％、「社会経済活動が縮小され、

活気がなくなる」が 47.9％と続きます。 
 
 

図表 人口減少や少子高齢化による村の将来への影響について 

 

71.9 

58.4 

47.9 

35.5 

27.5 

21.0 

1.8 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80%

社会保障費や医療費が増大し、現役世代の負担が増加する

地域活動の担い手が不足し、コミュニティ機能が維持できなくなる

社会経済活動が縮小され、活気がなくなる

公共交通機関や商業活動等が維持できなくなり、生活が不便になる

税収や職員等が減少し、行政サービスの質が低下する

学校での教育活動や地域での文化活動等がしにくくなる

その他

無回答

ｎ=815
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（７）今後、力を入れるべき取り組みについて 

問１２ 問１１のような影響を踏まえ、今後、村はどのような取り組みに力を入れるべきである
と思いますか。（特に重要だと思うもの 3 つまでに○） 

 

○ 今後、力を入れるべき取り組みについては、「若者の移住・定住の促進」が 66.3％と最

も多く、「結婚・出産・子育てしやすい環境の整備」が 56.4％、「企業誘致の推進、創業

者支援、ブランド戦略などによる地域産業の活性化」が 38.4％と続きます。 
 
 

図表 今後、力を入れるべき取り組みについて 

 
 

66.3 

56.4 

38.4 

24.3 

20.4 

18.2 

12.4 

11.2 

8.8 

6.9 

3.1 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80%

若者の移住・定住の促進

結婚・出産・子育てしやすい環境の整備

企業誘致の推進、創業者支援、ブランド戦略

などによる地域産業の活性化

高齢者の健康づくりや介護予防の推進

地域による支え合い活動や多様な主体

による協働のむらづくりの推進

暮らしを支え、地域内外の賑わい・交流を

促す交通機能の充実

クラウドファンディングやふるさと納税

など歳入確保のための創意工夫

女性や高齢者、障がい者、外国人などの

就労・地域活動等の場の拡充

村外からの観光客の増加、イベント開催支援

など地域の賑わい創出

AIやロボット、自動運転など先端技術の

活用による課題解決や生産性の向上支援

その他

無回答

ｎ=815
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４ 「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」について 

 

（１）「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」の認知度について 

 
 

【ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジー・ズ）とは】 

2015年 9月の国連サミットにおいて「地球上の誰一人として取り残さない」ことを目指し、

先進国と途上国が一丸となって 2030 年までに達成すべき国際社会共通の目標が定められま

した。その目標はＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）と呼ば

れ、「17 の目標」と「169 のターゲット（具体目標）」で構成されています。 

SDGs は発展途上国のみならず、先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであり、

わが国においても、政府はじめ全国の地方自治体、民間企業等で積極的に取り組まれています。 

 

 
 

（※「第６次豊丘村総合振興計画策定にかかる住民意識調査 調査票」P.11 より） 
 
 
 

問１３ 「SDGs」をご存じですか。（１つに○） 
 

○ 「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」の認知度については、「知っており、どんな概念か少

しは知っている」37.7 が％と最も多くなっています。 

○ 「知っており、かなりのことを知っている」（3.8％）、「知っており、どんな概念か少しは知

っている」（37.7％）を合わせた 41.5％の方は“知っている”一方、「聞いたことはある

が、詳しくは知らない」（37.4％）、「知らない」（17.2％）を合わせた 54.6％の方は

“知らない”ことがうかがえます。 
 
 

図表 「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」の認知度について 

 

3.8 

37.7 

37.4 

17.2 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40%

知っており、かなりのことを知っている

知っており、どんな概念か少しは知っている

聞いたことはあるが、詳しくは知らない

知らない

無回答

ｎ=815
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（２）「ＳＤＧｓ」の 17の目標のうち、関心のあるものについて 

問 14 「SDGs」には 17 の目標があります。このうち、あなたが関心のあるものをお答えくだ
さい。（３つまでに○） 

 

○ 「ＳＤＧｓ」の 17 の目標のうち、関心のあるものについては、「すべての人に健康と福祉

を」が 36.6％と最も多く、「住み続けられるまちづくりを」が 34.7％、「気候変動に具体

的な対策を」が 26.6％と続きます。 

○ 「特に関心のあるものはない」と回答された方は 2.2％となっています。 
 
 

図表 「ＳＤＧｓ」の 17 の目標のうち、関心のあるものについて 
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14.0 

13.9 

12.6 

12.5 

10.9 

7.7 

6.3 

6.0 

4.4 

0.9 

2.2 

6.5 

0% 10% 20% 30% 40%

すべての人に健康と福祉を

住み続けられるまちづくりを

気候変動に具体的な対策を

貧困をなくそう

人や国の不平等をなくそう

エネルギーをみんなにそしてクリーンに

平和と公正をすべての人に

飢餓をゼロに

働きがいも経済成長も

安全な水とトイレを世界中に

つくる責任つかう責任

質の高い教育をみんなに

陸の豊かさも守ろう

ジェンダー平等を実現しよう

海の豊かさを守ろう

産業と技術革新の基盤をつくろう

パートナーシップで目標を達成しよう

特に関心のあるものはない

無回答

ｎ=815
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（３）今後のむらづくりに「ＳＤＧｓ」の考え方を活かすべきかについて 

問１５ 豊丘村の今後のむらづくりに、この「SDGs」の考え方を活かしていくべきだと思い
ますか。また、そう思う・思わない理由をご記入ください。（１つに○） 

 

○ 今後のむらづくりに「ＳＤＧｓ」の考え方を活かすべきかについては、「思う」が 63.3％と

最も多く、「どちらでもない」が 19.8％、「思わない」が 4.4％と続きます。 
 
 

図表 今後のむらづくりに「ＳＤＧｓ」の考え方を活かすべきかについて 

 
 
 

（４）「ＳＤＧｓ」の考え方を村の施策にどう反映させるかについて 

問１５-１ 問１５で「１．思う」を選んだ方にお聞きします。この「SDGs」の考え方を、村の
施策に具体的にどうやって反映させていったらよいと思いますか。 
（あてはまるもの全てに○） 

 

○ 「ＳＤＧｓ」の考え方を村の施策にどう反映させるかについては、「各施策に「ＳＤＧｓ」の

17 の目標を位置付け、方向性を踏まえた取組を推進する」が 51.4％と最も多く、「村

民対象の学習会・講演会を行い、「ＳＤＧｓ」の考え方を多くの方に理解してもらう」が

44.4％、「「ＳＤＧｓ」の理念を実践するグループをつくり、様々な場で具体的に取り組ん

でいく」が 31.8％と続きます。 
 
 

図表 「ＳＤＧｓ」の考え方を村の施策にどう反映させるかについて 

 

63.3 4.4 19.8 12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う 思わない どちらでもない 無回答

ｎ=815
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各施策に「SDGs」の17の目標を位置付け、

方向性を踏まえた取組を推進する

村民対象の学習会・講演会を行い、「SDGs」の

考え方を多くの方に理解してもらう

「SDGs」の理念を実践するグループをつくり、

様々な場で具体的に取り組んでいく

その他

無回答

ｎ=516
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５ リニア開業について 

 

（１）リニア開業に備え、新たな村づくりに取り組む必要性について 

 
 

【リニア開業ＤＩ】 

東京と名古屋を結ぶリニア中央新幹線の建設工事が始まっており、遅れる可能性は高い

ものの、2027 年に開業が予定されています。また、豊丘村中心部から車で 15 分以内の飯田

市上郷地区に（仮称）長野県駅が開設され、長野県駅から品川駅まで 45 分程度、名古屋駅

25 分程度で結ばれます。 

（※「第６次豊丘村総合振興計画策定にかかる住民意識調査 調査票」P.13 より） 
 
 
 
問１６ リニア開業に備え、今から新たな村づくりに取り組む必要があると思いますか。 

（１つに○） 
 

○ リニア開業に備え、新たな村づくりに取り組む必要性については、「取り組むことが必要」

が 64.5％と最も多く、「取り組むことはさほど必要でない」が 18.7％、「取り組む必要

はない（現在のままでよい）」が 8.6％と続きます。 
 
 

図表 リニア開業に備え、新たな村づくりに取り組む必要性について 
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取り組むことはさほど必要でない

取り組む必要はない(現在のままでよい)

無回答

ｎ=815
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（２）リニア開業に備えた新たな村づくりに必要な取組について 

問１６-１ 問１６で「1．取り組むことが必要」を選んだ方にお聞きします。特にどのような
取組をする必要があると思いますか。（2 つまでに○） 

 

○ リニア開業に備えた新たな村づくりに必要な取組については、「移住定住の促進」が

48.5％と最も多く、「企業誘致の推進」が 33.1％、「旅行・観光客へのＰＲ」が 30.8％

と続きます。 
 
 

図表 リニア開業に備えた新たな村づくりに必要な取組について 
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移住定住の促進
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村の景観・環境の保全

駅までのアクセスの向上

雇用機会の創出

福祉・医療の充実

その他

無回答

ｎ=526
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（３）リニア開業後、村民の暮らしが今よりよくなるかについて 

問１７ リニア開業後、村民の暮らしは今よりよくなると思いますか。（１つに○） 
 

○ リニア開業後、村民の暮らしが今よりよくなるかについては、「さほど思わない」が

55.1％と最も多く、「思う」が 23.8％、「思わない」が 12.9％と続きます。 
 
 

図表 リニア開業後、村民の暮らしが今よりよくなるかについて 

 
 
 

（４）リニア開業後、飯田下伊那地域の経済が今よりよくなるかについて 

問１８ リニア開業後、飯田下伊那地域の経済は今よりよくなると思いますか。（１つに○） 
 

○ リニア開業後、飯田下伊那地域の経済が今よりよくなるかについては、「さほど思わない」

が 48.8％と最も多く、「思う」が 34.4％、「思わない」が 10.2％と続きます。 
 
 

図表 リニア開業後、飯田下伊那地域の経済が今よりよくなるかについて 
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思う さほど思わない 思わない 無回答

ｎ=815

34.4 48.8 10.2 6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う さほど思わない 思わない 無回答

ｎ=815


